講座15－補講
昇給と昇格について

[bookmark: _GoBack]１　昇給制度についての解説０
（１）2006年給与構造改革以後の昇給制度
　①　普通昇給制度と特別昇給制度に換えて査定昇給制度を導入
　　※　昇給日前の勤務成績をより厳格に反映した昇給制度

②　具体的な制度改正のポイント
ⅰ）号俸の４分割
ⅱ）５段階の昇給区分（Ａ～Ｅ＝８、６、４、２、０）と人員分布率の設定
ⅲ）昇給日を毎年１月１日に統一
　　※　管理職員以外の職員の良好の場合の昇給号俸数は４（管理職員は３）
　　　　　管理職員とは行（一）７級相当以上に在籍する職員のことをいう
ⅳ）枠外昇給制度の廃止
ⅴ）55歳以上の職員の昇給は昇給幅を２号俸（成績良好者）としていたが、2014年１月の昇給期より、成績上記区分の者のみに昇給を確保

（２）昇給とは
　　昇給日に、評価終了日以降１年間（基準期間）におけるその者の勤務成績に応じて行われる。この場合、評価終了日の翌日から昇給日の前日までの間（特定期間）に懲戒処分等を受けた場合は、下位の昇給区分に決定することができる。
　　※　評価終了日は昇給日前の９月３０日
基準期間
昇給日

特定期間

10.1
9.30
7.1
4.1
2013.1.1
2012.10.1

2014.1.1

	

	＜参考－現行制度における昇給について＞
昇給日

昇給期間


10.1
7.1
4.1
2013.1.1

2014.1.1

　　
　　※　昇給日前１年間（昇給期間）において、成績良好であれば４号俸（標準）昇給
　　　昇給期間の1/6以上の勤務が認められないときは2号俸、1/2以上は昇給なし




（３）昇給区分及び昇給の号俸数
＜職員層別の人員分布率＞
	勤務成績
（昇給区分）
	極めて良好
Ａ
	特に良好
Ｂ
	良好
Ｃ

	昇給幅
	８号俸以上
	６号俸
	４号俸

	初任層
（１～２級）
	20％
（「Ａ」５％以内）
	

	中間層
（３～６級）
	５％
	20％
	

	昇給幅
	８号俸以上
	６号俸
	３号俸

	管理職層
（７級～）
	10％
	30％
	


　　【行政職俸給表（一）等職員昇給号俸数表】
	昇給区分
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ
	Ｅ

	昇給の号俸数
	８以上
	６
	４（管理職員にあっては３）
	２
	０

	
	２以上
	１
	０
	０
	０


　備考①　省略
　　　②　上段の号俸数は昇給抑制年齢職員（原則55歳を超える職員）以外の職員に適用され、下段の号俸数は昇給抑制年齢職員に適用される。
　　　③　「管理職員」とは、行政（一）７級以上及びこれに相当する職員をいう。
　　　（注１）昇給抑制年齢の特例として行政（二）、医療（一）の職員の場合は、57歳を超える職員が該当する。
　　　（注２）平成19年１月1日から平成22年１月１日までの間は、昇給の号俸数が経過的に１号俸抑制されていた。

２　昇格制度について
（１）昇格の定義
　　昇格の定義は、昇格の条件を満たし、職員の職務の級を同一の俸給表の上位の職務の級に変更することをいう。
　　平成21年４月より人事評価の結果が昇格に活用されることとなった。

　（参考）規則9-8別表第６　在級期間表（第20条関係）（抄）
　イ　行政職俸給表（一）在級期間表
	職　　　務　　　の　　　級

	2級
	3級
	4級
	5級
	6級
	7級
	8級
	9級
	10級

	3
	4
	4
	2
	2
	4
	3
	3
	3


備考
１　総合職（院卒）、総合職（大卒）、一般職（高卒）若しくは専門職（高卒）の結果に基づいて職員となった者又は選考採用者に対するこの表の適用については、職務の級2級の欄中「３」とあるのは、総合職（院卒）又は総合職（大卒）の結果に基づいて職員となった者にあっては「０」と、一般職（高卒）又は専門職（高卒）の結果に基づいて職員となった者にあっては「８」と、選考採用者にあっては「９」とする。
２　7級から10級までのいずれかの職務の級に昇格させる場合には、当該職務の級に係る在級期間のほか、人事院が別に定める要件を満たさなければならない。この場合において、人事院が別に定めるときは、当該在級期間によらないことができる。
６　Ⅰ種、Ⅲ種又はＢ種の結果に基づいて職員となった者に対するこの表の適用については、職務の級2級の欄中「３」とあるのは、Ⅰ種の結果に基づいて職員となった者にあっては「０」と、Ⅲ種の結果に基づいて職員となった者にあっては「８」と、Ｂ種の結果に基づいて職員となった者にあっては「5.5」とする。
（3～5及び7略）

（２）地方自治体における実際の運用について
自治体においては、昇格における基準を人事評価制度の導入前であることから、その多くが「在職年数、在級年数」を基本に定めている。

＜参考－北海道の級別資格基準表＞
■行政職給料表の級別資格基準表
	職 種・試 験
	学歴免許等
	２　級
	主任
任用
在職
年数
	３　級
	４　級
	備　考

	
	
	在級
	換算
経験
	
	在職
	在級
	在職
	在級
	

	一
般
	正規
の
試験
	上級
	
	３年
	３年
	８年
	０年
	４年
	９年
	８年
	

	
	
	中級
	
	5.5年
	６年
	10年
	
	
	
	
	

	
	
	初級
	
	８年
	８年
	12年
	
	
	
	
	

	
	その他
	高校卒
	９年
	９年
	13年
	
	
	
	
	

	司書
	短大卒
	5.5年
	６年
	10年
	
	
	
	
	

	司書補
	高校卒
	８年
	８年
	12年
	
	
	
	
	

	保育士
	短大卒
	5.5年
	６年
	10年
	０年
	４年
	９年
	８年
	

	普及指導員
水産業普及指導員
林業普及指導員
	大学卒
	４年
	４年
	８年
	
	※８年
	８年
	７年
	

	
	短大２卒
	６年
	６年
	10年
	
	※10年
	９年
	８年
	

	
	高校卒
	８年
	８年
	12年
	
	※12年
	
	
	

	児童自立支援専門員
	大学卒
	２年
	３年
	７年
	
	※７年
	８年
	７年
	

	
	短大卒
	4.5年
	６年
	10年
	
	※10年
	
	
	

	児童生活支援員
	短大卒
	5.5年
	６年
	10年
	
	※10年
	９年
	８年
	

	児童指導員
	短大２卒
	６年
	６年
	10年
	
	４年
	
	
	

	職業訓練指導員
	高校卒
	８年
	８年
	12年
	
	※12年
	
	
	


※印は換算経験年数を表す。

■医療職給料表（2）関係
	職 種・試 験
	学歴免許等
	２　級
	主任
任用
在職
年数
	３　級
	４　級
	５　級
	備考

	
	
	在級
	換算
経験
	
	在職
	在級
	在職
	在級
	在職
	在級
	

	薬剤師
	大学6卒
	０年
	０年
	５年
	

０年
	２年
	

３年
	

３年
	８年
	４年
	

	
	大  学  卒
	０年
	０年
	８年
	
	５年
	
	
	
	
	

	獣医師
	修士課程修了
大学６卒
	０年
	０年
	５年
	
	※２年
	
	
	
	
	

	
	大  学  卒
	０年
	０年
	８年
	
	※５年
	
	
	
	
	

	栄養士
衛生検査技師
	大  学  卒
	０年
	０年
	８年
	
	５年
	
	
	
９年
	
５年
	

	
	短  大  卒
	2.5年
	2.5年
	10年
	
	
	
	
	
	
	

	診療放射線技師
	大  学  卒
	０年
	０年
	８年
	
	※５年
	
	
	
	
	

	
	短大３卒
	１年
	１年
	９年
	
	※６年
	
	
	
	
	

	診療エックス線技師
	短  大  卒
	2.5年
	2.5年
	
	
	５年
	
	
	
	
	

	臨床検査技師
	大  学  卒
	０年
	０年
	８年
	
	
	
	
	
	
	

	
	短大３卒
	１年
	１年
	９年
	
	
	
	
	
	
	

	臨床工学技士
理学療法士
作業療法士
視能訓練士
言語聴覚士
	大  学  卒
	０年
	０年
	８年
	
	
	
	
	
	
	

	
	短 大 ３卒
	１年
	１年
	９年
	
	
	
	
	
	
	

	歯科衛生士
	短大３卒
	１年
	１年
	９年
	
	
	
	
	
	
	

	
	短大２卒
	2.5年
	2.5年
	10年
	
	
	
	
	
	
	

	
	高校専
攻科卒
	４年
	４年
	11年
	
	
	
	
	
	
	

	歯科技工士
	短  大  卒
	2.5年
	2.5年
	10年
	
	
	
	
	
	
	

	
	高  校  卒
	５年
	５年
	12年
	
	
	
	
	
	
	

	あん摩マッサージ指圧師・はり師・きゅう師・柔道整復師
	短大３卒
	１年
	１年
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	短大２卒
	2.5年
	2.5年
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	高  校  卒
	５年
	５年
	
	
	
	
	
	
	
	

	その他
	高  校  卒
	５年
	５年
	12年
	
	
	
	
	
	
	


※印は換算経験年数を表す。

■医療職給料表（3）
	職種・試験
	学　歴
免許等
	２　級
	３　級
	主任
任用
在職
年数
	３　級
	４　級
	５　級
	備考

	
	
	在級
	換算
経験
	在級
	換算
経験
	
	在職
	在級
	在職
	在級
	在職
	在級
	

	保健師・
助産師
	大学卒
	０年
	０年
	５年
	５年
	８年
	－
	－
	４年
	８年
	９年
	５年
	

	
	短大３卒
	０年
	０年
	６年
	６年
	９年
	
	
	
	９年
	
	
	

	看護師
	短大３卒
	０年
	０年
	６年
	６年
	９年
	－
	－
	４年
	９年
	９年
	５年
	

	
	短大２卒
	０年
	０年
	７年
	７年
	10年
	
	
	
	
	
	
	

	准看護師
	准看護婦
養成所卒
	７年
	７年
	
	
	13年
	０年
	８年
	８年
	８年
	19年
	10年
	






３　昇格制度についての解説
（１）給与構造改革前の昇格制度について（2005年俸給表）
①　昇格前の号俸の対応号俸（同額か直近上位）へ昇格
②　第１双子の上位（特定号俸）以上からの昇格は、対応号俸の１号上位へ昇格
③　旧４級以上（現３級以上）への昇格は、対応号俸の１号上位へ昇格（昇格改善）

[image: ]例１）1-12から2級に昇格する場合
1-12（166,000）の対応号俸は2-2（170,200）なので2-2（170,200）へ昇格

例２）3-7から4級へ昇格する場合
3-7（228,300）の対応号俸は4-3（233,900）。4級以上への昇格は昇格改善効果により1号上位ため4-4（242,800）へ昇格

例３）4-16から5級へ昇格する場合
4-16（333,000）の対応号俸は5-13（334,900）。5級への昇格は昇格改善効果のため1号、さらに第1双子の上位以上から昇格なので、対応号俸から2号上位となり5-15（347,500）へ昇格。



（２）給与構造改革後の昇格制度について
基本的には旧制度における昇格に伴う効果をほぼ保障するため、４分割後の最初の号俸を基幹号俸と定義し、昇格する際には昇格する級の最高号俸間差額を千円単位に切り上げて、昇格前の基幹号俸に定額加算を行い、直近上位の基幹号俸へ対応させることとなりました。このルールを元にして、昇格時号俸対応表が人事院規則において定められることとなりました。昇格に伴う効果としてどの号俸から昇格しても一定の昇格メリットを得ることができる制度となり、特に旧制度の第１双子の上位以上から昇格する場合の昇格時における効果が改善されていました。
①　各級ごとの定額加算額（2011人勧行（一）俸給表）
	　
	２→３
	３→４
	４→５
	５→６
	６→７
	７→８
	８→９
	９→10

	加算額
	8,000
	9,000
	10,000
	10,000
	11,000
	10,000
	13,000
	13,000




②　具体的な昇格時の号俸決定方法
[image: ]　　基幹号俸

※　第1双子の上位以上からの昇格にあたっては対応基幹号俸の一つ上の基幹号俸に対応させている。



（３）2012人事院勧告による昇格制度の効果の抑制方法
　①　抑制される範囲
　　最高号俸を含めた上位17号俸（５基幹号俸分の号俸）から昇格する場合
　②　抑制の方法
給与構造改革の際に昇格制度の見直しを行って、一定の改善効果のあった第１双子以上の昇格のうち、最高号俸付近から昇格する場合の昇格メリットの条件を８号俸に止め、抑制の効果が始まる１７号俸目は抑制が無い１８号俸目との逆転防止を配慮して、昇格号俸を決定することとした。
＜参考＞昇格制度見直しによる効果について
○　現行の昇格方法（実線）
ア）４級77号俸（378,600）から昇格する場合は、加算額として10,000円を加算すると、この金額は５級66号俸に対応するが、基幹号俸ではないため、基幹号俸の５級69号俸へ昇格する。
イ）４級93号俸（388,300）から昇格する場合は、同様に５級82号俸に対応するが、基幹号俸の５級85号俸へ昇格する。
○　制度改正後の昇格方法（波線）
ア）４級77号俸から昇格する場合は、単純に76号俸から昇格した場合と同じ５級68号俸へ昇格する。
イ）４級の最高号俸である93号俸（388,300円）の直近上位は５級66号俸となるが、５級66号俸は基幹号俸ではないので、基幹号俸である５級69号俸（390,500円）を直近上位として、これに８号俸を加えた５級77号俸に対応させる。結果として昇格に伴うメリットは制度改正前と比較して半分程度に押さえ込まれる。

＜４級から５級へ昇格の場合＞
	4級
	5級

	号俸
	俸給月額
	加算額　　　　　　　　　　　　１００
	号俸
	俸給月額
	基幹号俸間
の間差額

	73
	3,761
	3,861
	65
	3,880
	26

	74
	3,768
	　
	66
	3,887
	　

	75
	3,775
	　
	67
	3,894
	　

	76
	3,782
	　
	68
	3,901
	　

	77
	3,786
	3,886
	69
	3,905
	25

	78
	3,792
	　
	70
	3,912
	　

	79
	3,798
	　
	71
	3,919
	　

	80
	3,804
	　
	72
	3,926
	　

	81
	3,809
	3,909
	73
	3,929
	24

	82
	3,815
	　
	74
	3,936
	　

	83
	3,821
	　
	75
	3,943
	　

	84
	3,827
	　
	76
	3,950
	　

	85
	3,833
	3,933
	77
	3,954
	25

	86
	3,839
	　
	78
	3,961
	　

	87
	3,845
	　
	79
	3,968
	　

	88
	3,851
	　
	80
	3,975
	　

	89
	3,858
	3,958
	81
	3,980
	26　

	90
	3,864
	　
	82
	3,987
	　

	91
	3,870
	　
	83
	3,994
	　

	92
	3,876
	　
	84
	4,001
	　

	93
	3,883
	3,983
	85
	4,006
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